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 「この問題何とかならんのか」ということが職場では山積みになっています。１１月１３

日、私たちの所属する労働組合から関西支社に交検職場の諸問題に関して以下の内容をはじ

め２７点について申し入れを行いました。 
 
 
 

＊ ２００７年７月から「データー取り」ということではじめた「Ｚ編成の連換調整」

（年４回）をかれこれ５年も行っているが、データーを明らかにすること。また連 
換吸気口寸法は６５ｍｍを定位とし著しい車内圧変動があった場合のみ調整する 
ようにすること。 

＊ 「チェックシート」の枚数やサインする箇所が多すぎるので簡素化すること。 
＊ 担務の配置は隔たりがないように、全ての社員がそれぞれの担務の全てのパートを

経験できるようにすること。 
＊ 毎月の勤務指定時（２５日）に最低でも年休抽選１番の社員については年休を確定

すること。 
＊ ６連続出勤はやめること。 
＊ 各記録室のコンセントの容量を上げること。 

他２１件

 

 
 職場で働く者の立場に立って、ひたすら利益を追求する企業と一線を画して労働組合は

存在します。社員は基本的にいずれかの労働組合に所属しています。「なぜだろうトレーニ

ング」の前にもっと職場問題についてディスカッションをしてはどうでしょうか？！ 
働きやすい職場目指して労働組合の枠を超えて声を上げましょう！！ 


